
高御座の考証と復原

平城宮跡発掘調査部では、平城宮第 l次大艇殿1/10復
たか み 〈ら

原模型内に設置するji;:j御座の1/10復原模型を製作した

(口絵参照)。古代の高御庄の構造意匠に|刻する資料はほ

とんどないので、復原設計にあたっては、現存高御座を

基本資料とせざるをえない。現存高御座にむとづきなが

ら、文献火料によって似阪できる点をあきらかにし、後

世のな匠を反映する点については、できる限り奈良時代

初頭に近いものに修正するという方針で設計を進めた。

文献史料からみた高御座 高御座は、治示元年 (1177)

の平安宮大極殿焼失以降、税棋を縮小 して紫炭殿 ・太政

官庁に設世されるようになった。 そのため、文献の制托

対象はそれ以前のものに限定した。史料はrl内衷式Jr内

裏儀式J r儀式J r延忍式Jr文安御即位制度図」および誕

松固有jir大内選図考証』、平胤禄 ri古御座助物』所引の院

政JtiJ古記鈷などを利mした。
院政JUJ r'i t.t J;~にみえる市街l座は、 J5iが上 ・ 中 ・ 下の 3

段あり、その上に柱を8本立てて帳をめぐ らし、八角形

の造をのせている。蓋には瓜風、鏡など多くの装飾品が

つく 。国の名称、は、下血が「埋」、中垣が r(御帳)土

居」、 J-.t5J.が狭義の「ZJj笹111主」である。告11帳土居とは帳台

の柱が立つ土台、狭義の~::j御庄は天皇が座る Jf1のことで

あろう。
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日告fl座の研究史をふりかえると、これは常設のものか、

臨時のものか、また、唯一のものか、複数存在するもの

かと いう議論がある。『延悲式』などをfみると、最下Jf1の

rJ宜」のみは複数常設であっても、狭義の27i御J主本体は11佐

ーであり、 I~I IJ立の土居桁と柱、装飾品などとともに、通

常は内政寮に収納され、儀式に先立って臨時に敷設され

る主tt前てあったこtがわかる。但し、 r日本紀略』昌泰 2

年 (899)5月22日粂には「来l時、 瓢風吹。傾大極殿高御

!主於巽方。Jl:あるので、 9世紀末の実態としては、柱や

韮などは撤収されず、常置されていたもの と忠われる。

現存高御座との出較 まず、現存日岱fl座について記そう。

現存高御座はlI}J治42年 (1909)の「登極令附式」にもと

づき、大正天皇の即位に際して新調されたものである。

市御庄は 3つの担、すなわち長方形下位(正而6.06mx 

(J!IJ而5.45m、長八角形中Jf1(対辺距離iE而5.55mX側面1

3.90 m)、長八角形上壇(I百]4.95111X 3.30 m)からなる。

下位には赤地、 中 ・上壇にはずj地 の敷物を敷き、上位に

I.H::、椅子を重ねる。下型から閣下にかけて背而に 5級
の木階をつけ るが、両側而3級の木階は平成度以IJ位儀の

後に撤去した。 また、下JfH木附にはお欄をめぐらす。

柱lま円柱て上Jf1.に 8本立ち、住上には長八角形方形造の

韮をのせる。各隅木鼻には議長手をつけ、その上に凪瓜を

おき、激手下には怖を下げる。議の頂上には方形露盤を

のせ、その上に厳手上のものよりーまわり大きな凪凪を

おい粁先各辺には鏡と出f.Jt，1.の装自Iliを交互に配す。柱聞

はIl~J放で、谷1m ，こ ~ I き分けの~Wをかけ、内法i訓l '下には

~J日釦を下げる 。

次に古代の高御座と比較してみよう。名古11の似原設計

については後述し、 3つの主要な相違点を述べる。

①~':j御座の壇と柱の立つ位抗:現存の も のは柱が上壇に

立つ。前述のように、古代のものは中壇の御帳土居の上

に柱が立っていたとみるべきである。

②平而形 :前述のように現存市笹11座は蓋が長八角形て.あ

る。これに合わせて、野先符辺に配された鏡の数も正背

而が各5枚と多く、他の6而が各3枚と少ない(鏡の数

は院政JUJi!i記録も同じ)。 しかし、 『延喜式』では符而3

枚ずっとなっており、叢および上 ・1.llfflの平而]阪は正八

灼形であった可能性が高い。

③l恨の数:現存高御座は8枚で谷而にかけ、柱1i¥Jの中央

て左 右lニヲ|き分けるにの点は院政JU]も同じ)。 しかし、



『延喜式』では「防;子一卜二枚、帳二粂J とあり、障子はiF

背而以外の柱間6而に各2枚すeつ納められていたと批定

される。帳 2粂は、それぞれ八角形を半周する形で1I辛子

t重ねてかけめやらし、正背而で左右に引き分ける可能

性し正背而各1枚として巻き上げる可能性が考えられ

る。前者は|符子と帳との関係に問題が桟り、後者の場合、

儀式の際の女官2人による帳のIJf.lI:U1法カrWIi出となる。今

回の模型製作においては後者を係用した。

躯体の復原 不lリi部分が多いが、以上の考療を?ふまえて、

現存法i佐il座や古代の建造物等を参考に設計ーした。平I而規

模は、院政J切には口一丈四方が」てJfiに納まるとされてお

り、上位守対辺距離15尺の正八角形とした。一方、 I-j'・

下型は r大内装図考証』に記された寸法を参考に、 rl'岐

を対辺距離18尺の正八角形、下型を一辺24尺の正方形と

した。下型にはお欄を付・け、下駐および，::品目の形式は大

極殿模型にならった。また、昇-1弘樹jは平等院胤瓜堂仏閣

を参考にした。木階は現存高御座にならい、 1T而を5級、

両側而を 3級とした。柱はr.11JYi(こ立て、古代の八戸l円堂

にならい八角位とした。柱間装併は前述のように正117而

に雌、他6而には附子を 2枚ずつ入れ、 1I草子2枚は半iils

型とする。おきについては文献史料にも記載がなく、 3

つの思いずれも現存市御庄の寸法をほぼそのまま採用し

た。また、下I宜上端より葦の頂上(露撚の下)までのJJi

さは、現存ï~:j1i11座正而のプロポーションに合わせて17.4

尺とした。

蓋のな匠も不明だが、史料に王幡カf~ln傾か ら I 尺とあ

り、軒の出を l尺とした。葦の1111線は正倉院六角町子残

欠のものを線用した。厳手は東大寺八戸l憤龍、露総以上

は法隆寺夢殿と東大寺八戸l燈龍の7A;匠を参m¥し、最上古11
に平城京，~I'，土の擬宝珠をおいた。 下国側而の絡~9HI\Jの )1ヲ

状は、正倉院赤漆文槻木厨子の台脚を参!!(¥した。なお、

111.位尺は大極殿模型にならい、 l尺=29.54cmとした。

装飾品の復原 数量、大きさは文献史料に沿い、デザイ

ンについては、正倉院宝物、法隆寺献納宝物などを参考

に設計した(表 1)。このうち、王怖は法隆寺献納宝物広

東綾幡等の形態を王で作製することとし、ヨミの:iillね方は

阿武山古I賞玉枕復原模型になら った。敷物l立科j宜同デザ

インとし、申wと|峰子も同デザインとした。自m金物のデザ
インl立法隆寺金銅小輔の偏向m-1:i.、奈良時代初期の'lfF平
瓦文様などを参考に設計した。調度品lま、れを用いず、

ま

図| 高御座復原平面図 1 : 100 

ドlit

図E 高御座i夏原平面図 1 : 100 

椅子式にするという方針ーから、椅子守製作した。

まとめ 文献上の検討から、布告11肢は常設で波数存在す

るのか、唯一にして臨時に設置するのかとい う研究史上

の議論に対し 、 後者のiï'ríi~性が市 t 、 との見通しを得た。

また、柱のたつ位置や平而)1ヲ等に現イ子市御座とは呉なる

点をみいだし、似原模型の設計に反映させる ことができ

た。脱型の制者11な匠については、資料的制限もあり 、思

いきってジと定せざるをえなかったifiiも少なくなし、。諸点

について、:作方而からのご批判をいただければ幸いであ

る。 (古尾谷知浩 ・箱崎和久/ード械は跡7!j紙調査部)
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